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木曽三川　歴史・文化の調査研究資料

県
営
化
か
ら
百
周
年
を
迎
え
た
養
老
公
園

近
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の
牧
田
川
沿
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の
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害
対
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三
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　第
二
編

ケ
レ
ッ
プ
水
制
の
機
能
と
役
割

昭
和
三
十
五
年
十
一
号
・
十
二
号
台
風
災
害
と

　復
旧
対
応
を
振
り
返
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―

岐
阜
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郡
上
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八
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中
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地域の歴史

一
．
養
老
公
園
開
設
の
歩
み

養
老
公
園
は
、
養
老
山
麓
に
広
が
る
総
面
積
七
八
・

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
自
然
の
地
形
を
生
か
し
た
公
園
で

す
。
名
瀑
「
養
老
の
滝
」
を
は
じ
め
、
芝
生
広
場
や
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
が
揃
う
「
岐
阜
県
こ
ど
も
の
国
」、

体
験
型
ア
ー
ト
作
品
「
養
老
天
命
反
転
地
」
の
ほ
か
、

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
も
あ
り
、
幅

広
い
年
代
の
方
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

養
老
公
園
の
歩
み
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
の
が
、
多
度

山
の
麓
に
住
ん
で
い
た
親
子
の
伝
説
「
養
老
孝こ

う

子し

物
語
」

で
す
。

息
子
の
源げ

ん

丞
じ
ょ
う

内な
い

は
貧
し
い
き
こ
り
で
、
病
気
が
ち
の

年
老
い
た
父
親
の
た
め
に
汗
水
流
し
て
働
い
て
い
ま
し

た
。
あ
る
日
、
酒
好
き
の
父
親
の
た
め
、
酒
香
の
す
る

滝
の
水
を
瓢
箪
に
入
れ
て
持
ち
帰
り
、
飲
ま
せ
た
と
こ

ろ
、
ま
さ
し
く
酒
で
あ
り
、
父
親
は
み
る
み
る
若
返
っ

て
元
気
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
噂
が
時

の
女
帝
・
四
十
四
代
元
正
天
皇
の
耳
に
届
き
、
霊れ

い

亀き

三

（
七
一
七
）
年
、
元
正
天
皇
が
美
濃
国
（
岐
阜
県
）
に

行
幸
し
た
際
、
多
度
山
の
美
泉
を
観
覧
。
元
正
天
皇
が

そ
の
泉
で
手
や
顔
を
洗
っ
た
と
こ
ろ
、
肌
は
滑
ら
か
に

な
り
、
痛
み
も
消
え
た
と
言
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
水

を
飲
ん
だ
り
、
浴
び
た
り
す
る
者
は
白
髪
が
黒
く
な
り
、

髪
が
生
え
、
目
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
病
気
も
治
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
元
正
天
皇
は
こ
の
出
来
事

に
感
銘
を
受
け
、
同
年
十
一
月
十
七
日
に
元
号
を
「
霊

亀
」
か
ら
「
養
老
」
へ
改
め
ま
し
た
。
こ
の
美
泉
が
、

養
老
公
園
内
に
あ
る
養
老
の
滝
や
菊
水
泉
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

時
が
過
ぎ
た

明
治
十
二
（
一

八
七
九
）
年
六

月
、
遊
説
の
た

め
に
岐
阜
県
を

訪
れ
て
い
た
大

蔵
大
輔
松
方
正

義
が
養
老
の
景

勝
に
い
た
く
感

動
し
、
岐
阜
県

令
に
公
園
を
設

置
す
る
よ
う
要

請
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
養
老
公
園
開
設
へ
と
大
き

く
動
き
出
し
ま
す
。

要
請
を
受
け
た
岐
阜
県
令
は
、
多た

藝き

郡
（
岐
阜
県
に

あ
っ
た
郡
、
現
在
の
養
老
町
の
大
部
分
を
占
め
る
）
の

有
力
者
十
名
に
養
老
公
園
設
置
の
発
起
人
を
委
嘱
し
、

百
名
ほ
ど
の
会
員
か
ら
な
る
「
偕か

い

楽ら
く

社し
ゃ

」
を
組
織
し
ま

し
た
。
こ
の
偕
楽
社
が
中
心
と
な
り
、
約
三
万
坪
（
約

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
民
有
地
を
買
い
上
げ
て
上
地
し
、

従
来
の
官
有
地
と
合
わ
せ
て
二
十
三
万
坪
（
約
七
十
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
公
園
用
地
を
確
保
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
岐
阜
県
は
内
務
省
に
養
老
公
園
の
開
設
願

を
提
出
し
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
一
月
か
ら
本

格
的
な
土
地
の
測
量
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
三
月
下

旬
に
は
着
工
し
、
わ
ず
か
半
年
余
り
と
い
う
非
常
に
短

い
工
期
で
、
十
月
に
は
開
園
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
う
し
て
養
老
公
園
は
、
明
治
政
府
が
設
置
し
た
公

園
と
し
て
、
岐
阜
県
内
で
は
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年

に
開
園
し
た
城
山
公
園
（
高
山
市
）、
大
垣
公
園
（
大

垣
市
）
に
つ
い
で
三
番
目
と
な
り
ま
し
た
。

二
．
岐
阜
県
初
の
県
営
公
園
に

養
老
公
園
の
運
営
は
、
開
園
に
携
わ
っ
た
偕
楽
社
が

長
年
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
明
治
二
十
年
代
に
な
る
と

県営化から100周年を迎えた養老公園

昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
十
一
月
三
日
に
町
制

を
施
行
し
、
令
和
六
（
二
〇
二
四
）
年
に
は
、
七
十
周

年
を
迎
え
る
養
老
町
。

町
内
の
観
光
名
所
の
一
つ
で
あ
る
養
老
公
園
も
ま

た
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
に
開
園
百
四
十
周
年
、

令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
に
県
営
化
百
周
年
、
都
市
公

園
制
度
制
定
か
ら
百
五
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎

え
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
養
老
町
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事

業
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
町
全
体
が
活
気
付
い
て
い
ま
す
。紅葉時の養老公園　〈提供：養老町役場〉

現在も水をたたえる菊水泉
〈提供：養老町役場〉

明治15年に描かれた美濃国養老公園全形絵図
〈提供：養老町役場〉

「県営化100周年記念」入りロゴマーク
<提供：養老公園事務所>
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偕
楽
社
の
社
員
の
高
齢
化
が
課
題
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
公
園
管
理
が
事
実
上
困
難
に
な
り
、
明
治

二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
七
月
に
養
老
公
園
は
多
藝
郡

の
所
属
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
に
は
、
岐
阜
県
へ

の
郡
制
施
行
に
よ
り
養
老
郡
の
管
理
と
な
り
、
養
老
郡

は
、
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
に
養
老
公
園
を
管

理
経
営
す
る
団
体
「
養
老
公
園
保
勝
会
」
を
設
立
。
養

老
公
園
の
景
勝
保
護
と
自
然
公
園
の
特
色
発
揮
に
努
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
に
偕
楽
社
は
、
管
理
を

郡
営
に
移
管
す
る
と
同
時
に
解
散
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
七
月

三
十
一
日
、
養
老
公
園
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
が
訪
れ

ま
す
。
そ
れ
は
養
老
駅
の
誕
生
で
す
。
養
老
鉄
道
会
社

が
池
野
（
揖
斐
郡
池
田
町
）
と
養
老
（
養
老
郡
養
老
町
）

間
の
営
業
を
開
始
し
、
養
老
公
園
の
す
ぐ
そ
ば
に
養
老

駅
が
完
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）

年
四
月
二
十
七
日
に
は
池
野
〜
揖
斐
（
揖
斐
郡
揖
斐
川

町
）
間
、
養
老
〜
桑
名
（
三
重
県
桑
名
市
）
ま
で
の
全

線
が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
多
く
の
観
光
客
が
養
老
公
園
に
押
し
寄

せ
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
に
は
約
十
万
人
の
観
光

客
を
数
え
た
と
い
い
ま
す
。
当
時
の
養
老
駅
前
に
は
土

産
物
屋
や
飲
食
店
な
ど
が
並
び
、
蒸
気
機
関
車
の
た
め

の
給
水
設
備
を
利
用
し
た
噴
水
池
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

養
老
鉄
道
の
開
通
を
機
に
、
養
老
郡
と
養
老
公
園
保

勝
会
は
観
光
客
誘
致
の
た
め
、
公
共
交
通
の
発
達
に
適

応
し
た
公
園
改
良
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
当
時
、
「
日

本
の
公
園
の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
本
多
静せ

い

六ろ
く

に
よ
る

現
地
調
査
が
行

わ
れ
、
大
正
三

（
一
九
一
四
）

年
に
長
岡
安や

す

平へ
い

や
田
中
真
次
郎

ら
に
よ
っ
て
公

園
設
計
参
考
書

が
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の

内
容
は
、
養
老

駅
と
公
園
を
結

ぶ
周
遊
道
路
の

整
備
や
自
然
環

境
の
保
全
、
衛
生
施
設
の
設
置
、
動
物
園
や
運
動
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
眺
望
台
と
い
っ
た
施
設
整
備
の
ほ
か
、

新
た
な
名
物
づ
く
り
、
割
引
券
や
絵
葉
書
の
発
行
な
ど

多
岐
に
及
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
、
四
月
一
日
の

郡
制
廃
止
に
伴
っ
て
、
養
老
公
園
の
管
理
が
そ
れ
ま
で

の
養
老
郡
か
ら
岐
阜
県
へ
と
移
り
、
養
老
公
園
は
岐
阜

県
初
の
県
営
公
園
に
な
り
ま
し
た
。
県
営
化
以
降
、
公

園
と
養
老
駅
を
結
ぶ
幹
線
道
路
や
滝
谷
を
渡
る
橋
な
ど

の
整
備
が
進
み
ま
し
た
。

三
．
昭
和
期
の
苦
難
と

　
　
復
興
へ
の
道

満
州
事
変
や
第
二
次
世
界
大
戦
下
、
養
老
で
は
自
動

車
営
業
が
廃
業
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
交
通
が
途
絶
え
、

公
園
な
ど
の
施
設
も
相
次
い
で
休
業
状
態
に
な
り
ま
し

た
。
加
え
て
、
軍
需
造
船
供
木
運
動
や
薪し

ん

炭た
ん

林り
ん

の
確
保

の
一
環
と
し
て
、
養
老
公
園
の
十
二
万
坪
（
約
四
十
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
の
松
林
が
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。
伐
採
後
の

土
地
は
食
糧
増
産
の
た
め
に
開
墾
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
岐
阜
県
は
養
老
村
と
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）

年
四
月
か
ら
三
年
間
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
。
養
老
村

が
事
業
主
体
と
な
っ
て
開
墾
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
苦
難
の
時
を
経
て
、
昭
和
四
十
年
代
に
入

る
と
、
本
格
的
な
公
園
施
設
の
整
備
が
再
び
始
ま
り
ま

す
。
ま
ず
は
第
一
次
整
備
と
し
て
約
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
対
象
に
、
公
園
内
を
流
れ
る
河
川
へ
の
橋
梁
取
り
付

け
、
園
路
、
休
憩
所
、
駐
車
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
度
か
ら

は
第
二
次
整
備
と
し
て
約
二
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地

に
着
手
し
、
昭
和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
度
ま
で
に

岐
阜
県
こ
ど
も
の
国
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
樹
木
見
本
園

な
ど
を
整
備
。
そ
し
て
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
度

よ
り
第
三
次
整
備
計
画
と
し
て
約
二
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
整
備
に
着
手
し
、
岐
阜
県
こ
ど
も
の
国
の
西
側
に
駐

車
場
や
芝
生
広
場
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
平
成
二
（
一
九
九
〇
）

年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
末

に
第
三
次
整
備
計
画
が
完
了
。
さ
ら
に
、
平
成
六
（
一

九
九
四
）
年
に
は
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

四
．
県
営
化
百
周
年
、

　
　
そ
し
て
未
来
へ

そ
の
後
も
養
老
公
園
は
時
代
の
変
化
に
沿
っ
て
進
化

を
続
け
、
近
年
で
は
児
童
用
遊
具
、
三
歳
未
満
児
用
遊

具
な
ど
も
新
設
さ
れ
、
幅
広
い
世
代
が
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
園
路
沿

い
の
屋
外
ト
イ
レ
の
再
整
備
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修

の
ほ
か
、
写
真
映
え
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て

い
る
養
老
天
命
反
転
地
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
キ
ャ

ン
プ
場
「R

E
C

A
M

P
 

養
老
」
等
も
好
評
を
博
し
て

い
ま
す
。

養
老
公
園
で
は
県
営
公
園
化
か
ら
百
周
年
を
迎
え
た

こ
と
を
記
念
し
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
中
に
地
元

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
中
心
と
な
り
企
画
し
た
「
養
老
芸
術

祭
２
０
２
３
」、
世ぜ

阿あ

弥み

作
の
演
目
「
養
老
」
等
が
披

露
さ
れ
た
「
養
老
薪
能
」、
養
老
町
で
は
初
開
催
と
な

る
「S

D
G

s

マ
ル
シ
ェ
２
０
２
３
」
な
ど
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
七
（
二
〇
二
五
）
年
四
月
か
ら
六
月
に

か
け
て
は
、
養
老
公
園
を
含
む
六
つ
の
県
営
都
市
公
園

（
養
老
公
園
、
ぎ
ふ
ワ
ー
ル
ド
・
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
、

ぎ
ふ
清
流
里
山
公
園
、
世
界
淡
水
魚
園
、
岐
阜
県
百
年

公
園
、
各
務
原
公
園
）
と
豊
か
な
自
然
を
持
つ
飛
騨
地

域
を
会
場
に
し
て
、
「
第
四
十
二
回
全
国
都
市
緑
化
ぎ

ふ
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
養
老
公
園
ひ
い
て
は

地
域
全
体
の
活
性
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

養老鉄道開通式当日（大正２年）の養老駅
のにぎわい　〈提供：養老町役場〉

濃尾平野を眺め養老山地を背景にしたキャンプ
エリア「RECAMP 養老」 〈提供：養老公園事務所〉

■
参
考
文
献

『
養
老
町
史
　
通
史
編
　
上
巻
』

養
老
郡
養
老
町
役
場
　
一
九
七
八
年

『
養
老
町
史
　
通
史
編
　
下
巻
』

養
老
郡
養
老
町
役
場
　
一
九
七
八
年

『
公
園
緑
地
　
二
〇
二
三
年
十
月
号
』

一
般
社
団
法
人
日
本
公
園
緑
地
協
会

二
〇
二
三
年

「
新
・
岐
阜
県
都
市
公
園
活
性
化
基
本
戦
略
」

(

令
和
三
年
度
～
令
和
七
年
度)

　
岐
阜
県

「
養
老
孝
子
物
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

養
老
孝
子
源
丞
内
の
会

県
営
百
周
年
祝
う

知
事
と
子
ど
も
ら
が
植
樹

令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
十
一
月
十
一
日
、

養
老
公
園
の
県
営
化
百
周
年
を
記
念
す
る
植
樹

式
が
、
同
園
内
の
芝
生
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
養
老
小
学
校
と
上
多
度
小
学
校
の
六

年
生
十
人
が
、
古
田
知
事
ら
と
一
緒
に
、
「
次

の
百
年
も
こ
の
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
発
展

し
て
い
け
た
ら
」
と
願
い
を
込
め
、
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
五
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

<提供：養老公園事務所>
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起
こ
り
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
九
月
二
十
日
に
発

生
し
た
豪
雨
と
台
風
十
九
号
に
よ
る
洪
水
で
は
、
養
老

町
江え

月つ
き

付
近
の
牧
田
川
と
杭
瀬
川
の
背
割
堤
が
長
さ
一

五
〇
メ
ー
ト
ル
に
渡
っ
て
破
堤
。
牧
田
川
の
水
が
杭
瀬

川
に
逆
流
し
、
堤
防
を
越
え
て
養
老
町
、
大
垣
市
で
浸

水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平

成
二
十
五
（
二

〇
一
三
）
年
九

月
十
五
〜
十
六

日
に
か
け
て
は

台
風
十
八
号
の

影
響
に
よ
る
大

雨
で
、
養
老
町

南
み
な
み

直な
お

江え

地

区

内

で

五

十

八

戸
（
住
宅
五
十

四
戸
、
店
舗
四

戸
）
の
床
下
浸

地域の治水・利水

近年の牧田川沿川の水災害対策

養
老
町
は
、
急
峻
な
山
麓
部
と
平
野
部
と
い
う
二
つ

の
顔
を
持
つ
地
域
で
す
。
山
麓
を
流
れ
る
牧
田
川
は
、

岐
阜
県
大
垣
市
か
ら
養
老
町
、
安
八
郡
輪
之
内
町
を
抜

け
て
揖
斐
川
に
合
流
す
る
木
曽
川
水
系
の
一
級
河
川
で

す
。か

つ
て
は
、
度
重
な
る
氾
濫
に
よ
り
流
路
が
変
遷
し

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
の
改
修
工

事
に
よ
り
現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
は
水
量
が

少
な
い
川
で
す
が
、
雨
域
に
よ
っ
て
は
上
流
の
関
ケ
原

や
多
良
（
大
垣
市
上
石
津
町
）
か
ら
も
水
が
集
ま
る
た

め
、
養
老
町
域
に
お
い
て
度
々
洪
水
を
引
き
起
こ
し
て

き
ま
し
た
。

現在、改修工事が行われている金草川樋門①　〈提供：木曽川上流河川事務所〉

一
．
牧
田
川
の
水
害

養
老
町
は
、
断
層
に
よ
っ
て
で
き
た
西
部
の
山
地
と
、

そ
れ
に
伴
う
扇
状
地
と
三
角
州
に
よ
っ
て
で
き
た
東
部

の
平
野
、
そ
こ
を
流
れ
る
河
川
で
形
づ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
牧
田
川
を
は
じ
め
、
杭
瀬
川
、
相
川
、
泥
川
、
色い

ろ

目め

川が
わ

、
小お

畑ば
た

川が
わ

、
五い

つ

日か

市い
ち

川が
わ

、
金か

な

草く
さ

川が
わ

、
五ご

三さ
ん

川が
わ

、
津

屋
川
な
ど
が
流
れ
、
そ
れ
ら
は
町
の
東
端
を
流
れ
る
揖

斐
川
に
合
流
し
て
い
ま
す
。
平
野
部
は
、
河
川
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
る
輪
中
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

春
先
か
ら
夏
に
か
け
て
は
南
東
の
季
節
風
が
吹
く
た

め
、
揖
斐
川
の
上
流
地
帯
は
雨
が
多
い
エ
リ
ア
で
す
。

特
に
梅
雨
の
時
期
や
台
風
の
時
に
は
多
量
の
雨
が
降

り
、
古
く
か
ら
水
害
が
多
発
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
牧

田
川
は
、
か
つ
て
「
暴
れ
川
」
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
、
毎

年
の
よ
う
に
水
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。
牧
田

川
流
域
の
特
徴
と
し
て
、
揖
斐
川
の
水
位
が
高
い
時
に

は
一
次
支
川
で
あ
る
牧
田
川
が
流
れ
に
く
く
な
り
、
杭

瀬
川
、
相
川
な
ど
の
二
次
、
三
次
支
川
に
ま
で
そ
の
背

水
の
影
響
が
及
ぶ
た
め
、
古
く
か
ら
洪
水

の
常
襲
地
帯
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
江
戸
時
代
か
ら
各
々
の
集

落
の
周
囲
に
「
輪
中
」
と
呼
ば
れ
る
堤
防

が
築
か
れ
ま
し
た
。
輪
中
堤
に
よ
っ
て
、

度
重
な
る
水
害
か
ら
低
地
に
あ
る
家
屋
や

田
畑
が
守
ら
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
現

在
で
も
そ
の
一
部
は
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

牧
田
川
で
発
生
し
た
大
水
害
と
し
て
記

憶
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
、
昭
和
三
十
四

（
一
九
五
九
）
年
、
八
月
十
三
日
に
起
き
た

多
芸
輪
中
大
風
水
害
で
す
。
こ
の
時
、
集

中
豪
雨
に
よ
っ
て
養
老
町
根ね

古こ

地じ

地
内
で

牧
田
川
の
幅
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
が
決
壊
し
、

千
戸
以
上
が
二
十
九
日
間
水
没
し
ま
し
た
。

し
か
も
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
一
ヶ
月
余
り

の
九
月
二
十
六
日
に
は
伊
勢
湾
台
風
に
よ

る
豪
雨
で
、
同
所
の
周
辺
は
三
十
四
日
間

に
わ
た
っ
て
浸
水
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
二

度
の
水
害
は
養
老
町
に
甚
大
な
被
害
を
与

え
、
被
害
総
額
は
六
十
億
ほ
ど
の
莫
大
な

も
の
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
も
水
害
は

排水ポンプ車による排水活動
〈提供：木曽川上流河川事務所〉事業箇所及び主要河川位置図
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■
参
考
文
献

『
養
老
町
史
　
通
史
編
　
上
巻
』

養
老
郡
養
老
町
役
場
　
一
九
七
八
年

『
養
老
町
史
　
通
史
編
　
下
巻
』

養
老
郡
養
老
町
役
場
　
一
九
七
八
年

『
郷
土
の
治
水
―
養
老
町
―
』

養
老
町
教
育
委
員
会
　
一
九
九
一
年

「
金
草
川
樋
門
改
修
事
業 (

令
和
五
年
度)

二
〇
二

　
三
年
十
月
」

中
部
地
方
整
備
局 

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

 (

牧
田
川
出
張
所)

「
南
直
江
雨
水
排
水
対
策
事
業
」
概
要
資
料

養
老
町
産
業
建
設
部

水
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
五
日
市
川
で
は
内
水

被
害
軽
減
の
た
め
、
養
老
町
の
要
請
に
よ
り
木
曽
川
上

流
河
川
事
務
所
の
排
水
ポ
ン
プ
車
二
台
が
出
動
し
、
強

制
排
水
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

二
．
五
日
市
川
の
内
水
対
策

　
　（
南
直
江
雨
水
排
水
事
業
）

五
日
市
川
は
江
戸
時
代
初
期
ま
で
牧
田
川
の
一
部

で
、
洪
水
が
多
発
し
た
河
川
で
し
た
。
『
岐
阜
県
災
異

誌
』
に
、
「
永え

い

禄ろ
く

九
（
一
五
六
六
）
年
十
月
十
四
日
、

牧
田
川
の
大
洪
水
の
為
に
河
状
を
変
じ
た
」
と
い
う
記

載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
五
日
市
川
は
こ
の
頃
に

五
日
市
側
に
残
さ
れ
た
河
川
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
五
日
市
川
に
は
洪
水
の
破
堤
箇
所
で
あ

る
「
切き

れ

所し
ょ

」
が
現
在
も
残
さ
れ
て
お
り
、
洪
水
に
い
か

に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

養
老
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
治
水
対
策
が
実
施

さ
れ
町
内
の
治
水
安
全
度
は
着
実
に
向
上
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
洪
水
氾
濫
や
浸
水
被
害
の
発
生
は
危
惧

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
養
老
町
で
は
さ
ら
な
る
浸
水
被

害
対
策
を
目
指
し
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
度
か
ら

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
度
に
か
け
て
「
南
直
江
雨
水

排
水
工
事
」
が
実
施
さ
れ
、
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）

年
に
家
屋
が
浸
水
し
た
南
直
江
地
区
内
を
対
象
に
、
浸

水
被
害
の
解
消
や
軽
減
の
た
め
の
効
果
的
な
雨
水
排
水

計
画
の
一
つ
と
し
て
、
水
中
ポ
ン
プ
四
基
の
新
設
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
水
防
団
員
な
ど
の
確
保
や
育
成
、
国

土
交
通
省
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
「T

E
C

-
F
O

R
C

E

（
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
）
」、
災
害
が
発
生
ま
た
は
発
生
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
被
災
自
治
体
で
情
報
収
集
や

支
援
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
う
「
リ
エ
ゾ
ン
」
の
派
遣
受

け
入
れ
体
制
を
整
え
る
な
ど
、
町
全
体
の
災
害
対
策
も

強
化
し
て
い
ま
す
。

三
．
金
草
川
の
治
水
対
策

　
　（
金
草
川
樋
門
改
修
事
業
）

金
草
川
は
養
老
町
の
北
部
を
流
れ
、
烏

か
ら
す

江え

お
よ
び
栗く

り

笠が
さ

地
内
で
牧
田
川
に
合
流
す
る
河
川
で
す
。
昔
、
牧
田

川
は
金
草
川
に
合
流
す
る
付
近
で
大
き
く
西
に
曲
が
っ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
以
降
、
牧

田
川
右
岸
の
船ふ

な

附つ
け

地
先
狭
窄
部
、
烏
江
地
先
狭
窄
部
の

川
幅
を
広
げ
る
引
堤
工
事
が
続
け
て
行
わ
れ
、
昭
和
二

十
七
（
一
九
五
二
）
年
に
金
草
川
は
締
め
切
ら
れ
て
金

草
川
排
水
樋
門
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
金

草
川
の
水
は
牧
田
川
の
下
を
サ
イ
フ
ォ
ン
構
造
に
よ
っ

て
伏
せ
越
し
、
杭
瀬
川
へ
落
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

金
草
川
の
締
め
切
り
と
排
水
樋
門
の
完
成
に
よ
っ

て
、
牧
田
川
か
ら
金
草
川
へ
の
逆
水
は
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
北
側
に
あ
る
烏
江
地
区
と
高
田
地
区
が
そ
れ
ぞ

れ
排
水
機
を
設
置
す
る
な
ど
排
水
機
能
が
強
化
さ
れ

た
こ
と
で
、
増
水

し
た
際
に
金
草
川

が
氾
濫
す
る
恐
れ

が
高
ま
り
、
昭
和

五
十
三
（
一
九
七

八
）
年
、
金
草
川

に
国
営
の
排
水
機

場
「
金
草
川
排
水

機
場
」
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成

二

十

（

二

〇

〇

八
）
年
に
は
三
十

年
間
の
具
体
的
な

河
川
整
備
の
目
標

や
河
川
整
備
の
内
容
が
示
さ
れ
た
「
木

曽
川
水
系
河
川
整
備
計
画
」
が
策
定
さ

れ
、
牧
田
川
お
よ
び
そ
の
支
川
に
お
い

て
も
、
堤
防
強
化
、
内
水
対
策
、
施
設

の
維
持
管
理
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

金
草
川
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
九

（
二
〇
一
七
）
年
度
か
ら
国
土
交
通
省

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
に
よ
っ
て
、

牧
田
川
と
の
合
流
部
に
お
け
る
樋
門
の

改
築
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
既
設
の
金

草
川
排
水
樋
門
と
高
田
排
水
路
か
ら
牧

田
川
へ
の
排
水
を
統
廃
合
（
旧
金
草
川

排
水
樋
門
は
撤
去
）
し
て
新
し
い
排
水

樋
門
を
設
置
す
る
工
事
と
、
災
害
に
強

い
堤
防
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
況
と
し
て
、
令
和
四
（
二
〇
二

二
）
年
度
に
は
、
樋
門
上
屋
の
整
備
、

天
端
道
路
の
整
備
、
川
裏
坂
路
の
整

備
、
高
田
排
水
路
、
金
草
川
の
切
り
回

し
、
二
重
締
切
撤
去
工
事
、
笠
郷
伏
越

樋
管
撤
去
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
度

か
ら
令
和
六
（
二
〇
二
四
）
年
に
か
け

て
、
樋
門
上
流
附
帯
道
路
と
歩
道
の
整

備
、
排
水
機
樋
門
の
補
強
工
事
な
ど
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【 】作業工種

樋門上屋整備

川裏坂路整備

金草川切り回し

二重締切撤去工

天端道路整備

高
田
排
水
路

高
田
排
水
路

金草川排水機場

金草川排水機場

金
　
草
　
川

金
　
草
　
川

牧　田　川牧　田　川

金 草 川 樋 門

金 草 川 樋 門

金草川樋門改修事業概要図　〈提供：木曽川上流河川事務所〉

現在、改修工事が行われている金草川樋門②
〈提供：木曽川上流河川事務所〉

南直江地区の浸水状況（平成25年）
〈提供：養老町役場〉

新設された水中ポンプ　〈提供：養老町役場〉
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歴史記録

前
号
で
は
、
木
曽
川
の
明
治
改
修
時
の
ケ
レ
ッ
プ
水

制
の
設
置
方
法
と
そ
の
考
え
方
に
つ
い
て
見
ま
し
た
。

川
幅
に
比
べ
て
非
常
に
長
い
ケ
レ
ッ
プ
水
制
は
、
玉

石
張
り
の
不
透
過
水
制
で
し
た
。
こ
れ
ら
が
河
道
の
制

御
に
寄
与
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
す
。
し
か
し
、
場

所
に
よ
っ
て
は
十
分
に
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
や
、
老
朽
化
に
よ
っ
て
機
能
が
衰
え
た
と
こ
ろ
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
補
修
が
行
わ
れ
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
新
た
な
不
透
過
水
制
の
設
置
や
透
過
水

制
の
設
置
、
機
能
増
強
の
た
め
の
改
善
な
ど
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
現
状
の
水
制
の
形
態
と
流
れ
に
つ

い
て
見
て
い
き
ま
す
。

一
．
木
曽
川
の
水
制
の
工
種

木
曽
川
の
水
制
群
に
お
い
て
代
表
的
な
も
の
は
玉
石

張
り
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
明

治
改
修
後
に
設
置
さ
れ
た
も
の
と
し
て
各
種
透
過
水
制

が
あ
り
ま
す
。
透
過
水
制
の
種
類
と
し
て
は
、
杭く

い

出
し

や
牛う

し

枠わ
く

、
不
透
過
水
制
の
上
に
杭
を
設
置
し
た
も
の
な

ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
杭
出
し
で
、
木
製
の
杭
出
し
が
続
き
、
牛
枠
は
わ

ず
か
で
す
。
い
ず
れ
も
そ
の
機
能
に
大
き
な
違
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
代
表
的
な
形
態
を
図
１
に
示
し

ま
す
（
①
ケ
レ
ッ
プ
水
制
、
②
杭
上う

え

置お
き

ケ
レ
ッ
プ
水
制
、

③
木
杭く

い

出だ
し

水
制
、
④
牛
枠
・
猪い

の

子し
し

枠
水
制
）
。

木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
が
昭
和
五
十
六
（
一
九
八

一
）
年
度
に
行
っ
た
「
木
曽
川
下
流
部
の
水
制
現
状
調

査
」
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
水
制
の
工
種
と
設
置
形
態

に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。

『K
IS

S
O

』V
o
l. 9

8

に
掲
載
さ
れ
た
木
曽
川
水
制

群
の
現
況
を
表
１
に
示
し
ま
す
。
カ
ッ
コ
内
の
数
値
は

明
治
改
修
計
画
な
ど
の
資
料
か
ら
想
定
さ
れ
る
水
制
数

を
示
し
て
い

ま
す
。
杭
出

し

水

制

を

含
め
た
水
制

の
総
数
は
二

百
五
十
八
基

の
う
ち
百
五

基
が
現
存
し

て
お
り
、
五

八
％
が
埋
没

ま
た
は
消
失

し

て

い

ま

す
。
左
右
岸

別

に

み

る

と
、
左
岸
で

は
高こ

う

水す
い

敷じ
き

工

事
等
に
よ
っ
て
八
四
％
が
消
失
し
て
い
る
の
に
対
し
、

右
岸
側
で
は
七
六
％
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ケ
レ
ッ
プ

水
制
は
七
十
九
基
の
う
ち
五
十
四
基
が
現
存
し
て
い
ま

す
。
杭
出
し
水
制
は
百
二
十
四
基
と
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
こ
れ
ら
は
主
に
ケ
レ
ッ
プ
水
制
の
間
に
土
砂
堆
積

を
促
す
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
昭
和
期
の
戦
後
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

図
２
は
、
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
度
の
現
況

調
査
に
基
づ
き
、
河
口
か
ら
の
距
離
標
一
三
・
六
ｋ
か

ら
二
四
・
四
ｋ
の
右
岸
に
お
け
る
不
透
過
水
制
、
い
わ

ゆ
る
ケ
レ
ッ
プ
水
制
と
、
杭
を
上
置
き
し
た
ケ
レ
ッ
プ

水
制
、
及
び
透
過
水
制
の
長
さ
と
川
幅
の
比
を
距
離
標

ご
と
に
示
し
た
も
の
で
す
。

ケ
レ
ッ
プ
水
制
は
一
八
ｋ
よ
り
下
流
側
で
は
川
幅
の

〇
・
三
か
ら
〇
・
四
程
度
の
長
さ
で
、
上
流
側
で
は
、

〇
・
一
か
ら
〇
・
三
五
程
度
と
や
や
短
く
な
っ
て
い
ま

す
。
一
八
・
四
ｋ
、
一
八
・
六
ｋ
で
は
特
に
長
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
ケ
レ
ッ
プ
水
制
に
杭
を
上
乗
せ
し
た
も

の
は
一
六
・
二
ｋ
よ
り
下
流
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

一
方
透
過
水
制
は
、
一
四
・
八
ｋ
か
ら
一
八
ｋ
の
区

間
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
一
八
ｋ
よ
り
下
流
で
は
、
流

れ
が
水
制
間
の
内
側
ま
で
入
り
込
む
こ
と
か
ら
、
さ
ら

に
堤
防
を
保
護
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

木曽三川のケレップ水制　第二編

ケレップ水制の機能と役割

図１　木曽川の水制の種類
〈出典：木曽川下流河川事務所「木曽川の水制」〉

①③

②④

表１　木曽川水制群の現況（10k～25k）
〈出典：『KISSO』Vol.98〉

ケレップ水制と杭出水制の組み合わせが生み出す景観
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れ
ま
す
。
透
過
水
制
の
長
さ
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
川
幅

の
十
分
の
一
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
堤
防
の
近
傍

を
保
護
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ケ
レ
ッ
プ
水
制
の
上
に
杭
を
設
置
し
た
の
も
同
様
の

理
由
か
ら
、
水
制
間
の
堆
積
を
促
そ
う
と
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
上
流
の
二
三
・
四
ｋ
か
ら
二
四

ｋ
付
近
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
付
近
も
水
制
間
の
堆

積
が
少
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

二
．
木
曽
川
の
水
制
の
設
置
間
隔

次
に
、
同
じ
区
間
に
お
け
る
不
透
過
水
制
の
設
置
間

隔
と
水
制
の
長
さ
の
比
を
見
た
の
が
図
３
で
す
。

一
部
の
例
外
を
除
き
、
水
制
の
間
隔
／
水
制
の
長
さ

は
全
体
と
し
て
〇
・
八
～
二
・
三
に
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
山
本
晃
一
氏
の
『
日
本
の
水
制
』
に
よ
る
と
、

日
本
全
国
の
水
制
の
調
査
か
ら
、
水
制
の
間
隔
／
水
制

の
長
さ
は
お
お
よ
そ
二
か
ら
三
の
間
に
収
ま
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
木
曽
川
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制
は
、
そ

の
長
さ
が
川
幅
に
比
し
て
長
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
比

は
平
均
的
な
値
よ
り
小
さ
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

特
に
、
二
三
・
二
ｋ
か
ら
上
流
で
は
こ
の
比
が
〇
・

五
か
ら
一
・
〇
の
間
に
あ
り
、
か
な
り
間
隔
が
狭
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
前
回
も
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
の
区
間
が
湾
曲
部
の
外
側
に
あ
た
る
た
め
水
制
を
増

強
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

三
．
木
曽
川
の
水
制
の
天
端
高

次
に
、
ケ
レ
ッ
プ
水
制
の
高
さ
に
つ
い
て
見
て
い
き

ま
す
。

図
４
は
、
同
じ
区
間
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制
の
天て

ん

端ぱ

高
に

つ
い
て
そ
の
元
付
部
と
先
端
部
の
高
さ
を
距
離
標
ご
と

に
示
し
た
も
の
で
す
。
水
制
の
元も

と

付づ
け

部
の
高
さ
と
先
端

の
高
さ
を
直
線
で
結
ん
で
い
ま
す
。
図
に
は
船せ

ん

頭ど
う

平ひ
ら

、

葛
か
つ
ら

木ぎ

及
び
木き

曽そ

成な
る

戸と

第
二
の
水
位
観
測
所
の
水
位
記
録

か
ら
得
ら
れ
る
概
略
の
平へ

い

水す
い

位い

、
五
月
の
大
潮
時
に
お

け
る
干か

ん

潮
ち
ょ
う

時じ

水す
い

位い

及
び
満ま

ん

潮
ち
ょ
う

時じ

水す
い

位い

を
示
し
て
い
ま
す
。

水
制
元
付
部
の
天
端
高
さ
は
平
水
位
に
比
べ
て
急
な

勾
配
を
示
し
て
お
り
、
水
位
に
対
す
る
高
さ
に
上
下
流

で
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
濃
尾

平
野
で
の
地
盤
沈
下
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
一
七
ｋ
よ
り
下
流
で
は
干
潮
時
に
も
ほ
ぼ
水
没
し

て
い
ま
す
。
一
七
ｋ
か
ら
二
一
ｋ
で
は
干
潮
時
に
は
露

出
し
、
平
水
位
で
水
没
す
る
よ
う
な
高
さ
に
あ
り
ま
す
。

二
一
ｋ
よ
り
上
流
で
は
平
水
位
で
も
露
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
水
位
に
対
す
る
相
対
的
な
高
さ
の
違
い

は
、
土
砂
堆
積
や
植
生
の
繁
茂
に
影
響
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ケ
レ
ッ
プ
水
制
は
、
元
々
先
端
部
が
低

く
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
図
に
よ
る
と
水
制
先

端
部
は
元
付
部
か
ら
一
～
二
ｍ
程
度
低
下
し
て
お
り
、

先
端
部
の
洗せ

ん

堀く
つ

の
影
響
が
含
ま
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
特
に
上
流
側
で
先
端
部
の
大
き
な
低
下
を
示
し

て
い
ま
す
。

四
．
木
曽
川
の
水
制
の
設
置
角
度

次
に
ケ
レ
ッ
プ
水
制
の
設
置
角
度
を
図
５
に
示
し
ま

す
。設

置
角
度
は
水
制
の
軸
線
と
河
道
法
線
の
中
央
線
と

の
角
度
を
示
し
て
お
り
、
九
〇
度
以
下
が
上
流
向
き
、

九
〇
度
以
上
が
下
流
向
き
に
な
り
ま
す
。
こ
の
区
間
の

水
制
は
す
べ
て
直
角
か
ら
上
流
向
き
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
一
八
ｋ
よ
り
下
流
で
は
七
〇
度
か
ら
八
〇

度
と
上
流
向
き
の
傾
向
が
強
く
、
一
八
ｋ
か
ら
二
〇
ｋ

で
は
ほ
ぼ
直
角
で
、
こ
れ
よ
り
上
流
で
は
八
〇
度
か
ら

九
〇
度
で
、
二
四
ｋ
付
近
で
は
ま
た
八
〇
度
以
下
が
表

れ
て
い
ま
す
。

『
日
本
の
水
制
』
に
よ
る
と
、
基
本
的
に
は
直
角
が

主
流
で
あ
り
、
一
五
度
程
度
上
流
に
向
け
た
も
の
も
多

い
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
河
岸
保
護
の
目
的
で
は
下

流
に
向
け
て
設
置
し
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
水
制
も
中
規
模
以
上
の
出
水
時
に
は
水
没

し
て
越
流
状
態
に
な
り
ま
す
。
流
れ
が
横
断
構
造
物
で

あ
る
水
制
を
越
流
す
る
と
き
に
は
、
水
制
軸
に
直
角
方

向
に
流
れ
が
偏
向
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
上
流
向

き
の
場
合
、
水
制
を
越
流
す
る
流
れ
は
低
水
路
側
へ
向

か
い
、
流
れ
を
岸
か
ら
遠
ざ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

反
対
に
下
流
向
き
の
場
合
、
流
れ
は
岸
の
方
へ
向
か
い
、

岸
の
方
へ
流
れ
を
導
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

図２　木曽川の水制の長さと川幅の比（右岸、工種別）

水
制
の
長
さ
／
川
幅

距離標（km）

図３　木曽川の不透過水制の設置間隔と水制の長さの比（右岸）

水
制
の
間
隔
／
水
制
の
長
さ

距離標（km）

図４　木曽川の不透過水制の天端高（右岸）

水
制
天
端
高
（
元
付
、
先
端
）
(
T
.
P
.
 
m
)

距離標（km）

図５　木曽川の不透過水制の設置角度（右岸）

水
制
の
角
度
（
°
）

距離標（km）

不透過玉石張り

透過水制

不透過玉石張り
（杭併用）

水制天端高（元付）

満潮時水位

平水位

干潮時水位

水制天端高（先端）



7

越
流
の
場
合
と
比
べ
て
は
く
離
域
は
短
く
な
り
、
渦
も

上
流
側
の
水
制
の
後
方
の
み
に
な
り
ま
す
。
は
く
離
線

の
下
流
で
は
順
流
と
な
り
、
下
流
側
水
制
に
ぶ
つ
か
る

よ
う
に
流
れ
ま
す
。
水
制
が
長
く
な
る
と
、
こ
の
一
次

渦
は
水
制
先
端
付
近
に
存
在
す
る
だ
け
と
な
り
、
水
制

根
元
付
近
で
は
、
越
流
に
よ
る
横
断
渦
に
支
配
さ
れ
た

流
れ
が
支
配
的
に
な
り
、
底
面
付
近
で
は
再
付
着
点
よ

り
下
流
で
逆
流
と
な
り
ま
す
（
図
７
下
）
。

そ
の
結
果
の
水
制
間
へ
の
土
砂
堆
積
が
ど
の
よ
う
に

な
る
か
を
見
た
実
験
例
を
図
８
に
示
し
ま
す
。
非
越
流

で
は
水
制
間
に
発
生
し
た
渦
に
よ
り
中
央
に
土
砂
が
集

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
越
流
の
場
合
は
図
６
の
立
面
図
に

示
し
た
渦
に
よ
り
水
制
背
後
に
堆
積
し
、
再
付
着
点
付

近
で
は
土
砂
が
押
し
流
さ
れ
、
こ
れ
よ
り
下
流
に
堆
積

が
起
こ
り
ま
す
。

ま
た
、
透
過
水
制
で
あ
る
杭
出
し
水
制
で
は
、
杭
に

よ
る
抗
力
に
よ
っ
て
背
後
の
流
速
は
減
速
さ
れ
ま
す
が
、

杭
間
を
流
れ
が
透
過
す
る
た
め
は
く
離
渦
は
発
生
せ
ず
、

水
は
ね
角
度
は
小
さ
く
な
り
ま
す
。
杭
群
に
よ
る
減
速

効
果
は
杭
に
よ
る
閉
塞
率
（
杭
の
直
径
×
本
数
／
杭
群

の
長
さ
）
が
最
も
支
配
的
で
、
こ
れ
が
大
き
い
ほ
ど
減

速
率
は
大
き
く
な
り
、
流
下
方
向
の
杭
列
の
数
が
増
え

る
ほ
ど
減
速
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

木
曽
川
に
見
ら
れ
る
杭
出
し
水
制
は
、
杭
の
間
隔
が

■
参
考
文
献

『
感
潮
域
に
整
備
さ
れ
た
大
規
模
水
制
周
辺
の
流

　
れ
と
洗
掘
発
生
機
構
に
関
す
る
研
究
』

伊
藤
猛
　
名
古
屋
工
業
大
学
博
士
論
文

二
〇
一
六
年

『
平
成
11
年
度
木
曽
三
川
水
制
等
技
術
検
討
業
務

　
委
託
報
告
書
』　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
〇
年

「
高
水
敷
に
水
制
を
有
す
る
複
断
面
河
道
の
流
れ

　
構
造
」　
　
　
　
　
　
　
　
鄭
載
勲
・
冨
永
晃
宏

『
水
工
学
論
文
集
』
第
五
十
三
巻
　 

二
〇
〇
九
年

五
．
水
制
周
辺
の
流
れ
構
造

水
制
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
基
本
的
な
流
れ
パ

タ
ー
ン
を
非
越
流
時
と
越
流
時
に
つ
い
て
図
６
に
示
し

ま
す
。

非
越
流
の
場
合
、
鉛
直
方
向
に
変
化
が
小
さ
く
二
次

元
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水
制
先
端
で
は
水
は

ね
が
起
き
、
加
速
さ
れ
な
が
ら
主
流
側
へ
向
か
う
流
れ

が
発
生
し
ま
す
。
水
制
背
後
で
は
流
れ
が
停
滞
し
、
流

れ
の
は
く
離
と
言
う
現
象
が
発
生
し
ま
す
。
水
制
の
下

流
側
で
は
、
大
き
な
流
速
差
に
よ
り
、
激
し
い
混
合
が

起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
を
混
合
層
と
呼
び
、
こ
こ
で
は
不

安
定
渦
が
発
生
し
下
流
へ
と
流
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

単
独
水
制
の
場
合
、
は
く
離
領
域
は
と
て
も
長
く
続

き
、
水
制
の
長
さ
の
十
二
倍
か
ら
十
四
倍
程
度
に
達
し

ま
す
。
こ
の
は
く
離
領
域
の
限
界
点
を
再
付
着
点
と
言

い
、
こ
こ
よ
り
上
流
で
は
平
均
的
に
逆
流
と
な
り
、
下

流
で
は
順
流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

こ
の
図
の
状
況
で
は
、
は
く
離
領
域
で
は
反
時
計
回

り
の
一
次
渦
が
発
生
し
、
水
制
近
く
に
は
こ
れ
と
対
を

な
す
よ
う
に
時
計
回
り
の
小
さ
な
渦
が
発
生
し
ま
す
。

連
続
水
制
の
場
合
、
は
く
離
線
が
下
流
側
の
水
制
に
ぶ

つ
か
り
、
水
制
に
沿
っ
て
岸
側
へ
流
れ
込
み
、
渦
が
形

成
さ
れ
ま
す
。
水
制
の
間
隔
が
水
制
の
長
さ
の
二
倍
以

下
と
短
い
場
合
は
、
水
制
間
に
一
つ
の
渦
が
支
配
的
に

な
り
ま
す
が
（
図
７
上
）、
間
隔
が
長
く
な
る
と
、
下

流
側
の
水
制
に
沿
っ
て
一
次
渦
が
で
き
、
上
流
側
の
二

次
的
な
渦
が
発
達
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

水
制
が
水
没
し
水
制
上
を
越
流
す
る
流
れ
が
あ
る
場

合
は
、
ま
ず

立
面
図
で
見

た
場
合
、
平

面
図
と
同
様

に
、
水
は
ね

と
流
れ
の
は

く
離
と
渦
の

発
生
が
見
ら

れ
ま
す
。
こ

の
場
合
、
再

付
着
点
は
水

制
の
高
さ
の

五
～
六
倍
程

度
に
な
り
ま

す
。平

面
図
を

見
る
と
、
非

比
較
的
大
き

く
、
流
下
方

向
の
列
数
は

四
～
五
列
程

度
で
、
ま
た

流
下
方
向
に

平
行
に
配
列

さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
場

合
、
減
速
率

は
六
〇
～
七

〇
％
程
度
と

考
え
ら
れ
ま

す
。
透
過
水

制
で
は
透
過

流
が
減
速
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
輸
送
さ
れ
た
浮ふ

遊ゆ
う

砂さ

が
杭
出
し
水
制
背
後
で
掃そ

う

流
り
ゅ
う

力
り
ょ
く

を
失
い
堆
積
す
る
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

以
上
、
木
曽
川
の
設
置
状
況
を
整
理
し
、
水
制
の
機

能
と
役
割
に
つ
い
て
見
て
き
ま
し
た
。
次
回
は
、
こ
れ

ら
の
水
制
に
よ
っ
て
河
道
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き

た
か
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

非越流時
（平面図）

単独水制

非越流型では再付

着点は水制の長さ

の12倍程度。

連続水制

水制群として第2水

制を設置するとき、

間隔により流れが

変わる。

越流時
立面図

水制を越流する流

れがはく離し横断

軸を持つ渦が形成

され再付着する。

平面図

越流による横断渦

の作用により平面

渦が上流側に押し

やられ、再付着線

より下流では順流

となる。

図６　不透過水制周辺流れの基本パターン

図７　不透過水制周辺流れの実験例（上は非越流、
下は越流）
〈出典：鄭載勲・冨永晃宏「高水敷に水制を有する
複断面河道の流れ構造」の図を加工して作成〉

図８　水制間の土砂堆積実験例（上は非越流、下は
越流）〈出典：同上〉
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研究資料

昭和三十五年十一号・十二号台風災害と
復旧対応を振り返る

－岐阜県郡上郡八幡町での事例を中心に－
郡上市歴史資料館職員　安江範泰

近
年
、
大
規
模
水
害
等
の
激
甚
災
害
が
日
本
各
地
で

相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
地
域
住

民
や
行
政
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
災
害
対
応
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
過
去
に
地

域
で
起
き
た
災
害
を
振
り
返
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
知
見

は
少
な
く
な
い
よ
う
に
考
え
ま
す
。

本
稿
で
は
、
昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
の
十
一

号
・
十
二
号
台
風
が
引
き
起
こ
し
た
災
害
と
岐
阜
県
郡

上
地
域
で
の
対
応
例
を
取
り
上
げ
ま
す
。
災
害
に
直
面

し
た
住
民
に
よ
る
証
言
や
記
録
写
真
、
当
時
の
行
政
文

書
を
手
が
か
り
に
、
災
害
の
実
態
や
住
民
・
行
政
の
対

応
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

一
．
被
害
状
況

　
　
写
真
と
証
言
か
ら

昭
和
三
十
五
年
十
一
号
・
十
二
号
台
風
は
、
同
年
八

月
十
一
日
～
十
三
日
に
か
け
て
岐
阜
県
を
襲
い
ま
し

た
。
台
風
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
、
郡
上
管
内
で
は
長
良

川
及
び
そ
の
支
流
の
吉
田
川
が
増
水
し
、
堤
防
の
決
壊
、

道
路
の
寸
断
、
橋
の
流
出
、
家
屋
と
田
畑
の
浸
水
等
の

被
害
が
発
生
し
、
罹
災
者
一
，
八
五
二
人
、
全
失
十
九

世
帯
・
半
失
四
十
八
世
帯
・
床
上
浸
水
二
〇
三
世
帯
を

数
え
ま
し
た(

岐
阜
県
災
害
救
助
本
部
調
べ
。
参
考
文
献

１
、
七
十
頁)

。

こ
の
と
き
の
郡
上
郡
八
幡
町
（
現
郡
上
市
八
幡
町
）

で
の
被
害
と
被
災
時
の
具
体
的
な
状
況
に
つ
い
て
、
ま

ず
は
記
録
写
真
や
証
言
か
ら
検
討
し
ま
す
。

被
災
状
況
を
克
明
に
記
録
し
た
写
真
１
～
４
は
、
八

幡
町
内
で
カ
メ
ラ
店
を
営
ん
で
い
た
佐
藤
孝
三
氏
（
九

十
才
）
が
撮
影
し
た
も
の
で
す
（
ネ
ガ
、
郡
上
市
歴
史

資
料
館
蔵
）
。
吉
田
川
の
上
流
に
あ
た
る
奥お

く

明
み
ょ
う

方が
た

村む
ら

畑は
た

佐さ

（
現
郡
上
市
明め

い

宝ほ
う

畑は
た

佐さ

）
で
は
、
十
一
日
に
一
〇
九

㎜
、
翌
十
二
日
に
二
一
七
㎜
の
降
雨
を
観
測
し
ま
し
た

（
参
考
文
献
２
、
二
八
六
頁
）
。
佐
藤
氏
は
十
三
日
朝
、

前
日
夜
か
ら
の
降
雨
に
よ
る
吉
田
川
の
増
水
で
桜
町

（
八
幡
町
内
、
吉
田
川
沿
い
）
に
水
が
つ
い
た
と
聞
き
、

二
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
現
地
へ
向
か
い
ま
し
た
。

写
真
１
は
、
こ
の
と
き
、
川
の
上
流
方
向
を
向
い
て
通

り
に
立
ち
、
桜
町
を
見
通
し
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。

写
真
に
写
る
人
物
は
カ
ッ
パ
を
着
て
い
ま
す
が
、
す
で

に
雨
は
小
康
状
態
で
し
た
。
し
か
し
、
足
元
は
膝
ほ
ど

ま
で
水
が
つ
い
て
い
ま
す
。

写
真
２
は
、
同
じ
日
に
中
心
市
街
へ
移
動
し
、
宮
ヶ

瀬
橋
か
ら
桜
町
を
含
む
上
流
方
面
を
撮
影
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
と
き
、
激
流
と
な
っ
た
吉
田
川
の
水
位
は
撮

影
者
の
い
る
橋
の
高
さ
の
す
ぐ
近
く
ま
で
迫
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
同
じ
位
置
か
ら
撮
影
し
た
の
が
参
考
写
真

１
で
す
。
川
の
水
位
は
経
年
変
化
も
す
る
た
め
単
純
な

比
較
は
で
き
な
い
も
の
の
、
台
風
後
の
、
平
時
の
水
位

か
ら
の
増
水
が
ど
れ
ほ
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
を
推
し

量
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
河
川
の
激
流
が
、

あ
と
で
触
れ
る
橋
梁
や
道
路
に
か
か
わ
る
被
災
を
生
み

写真１　浸水した八幡町桜町（佐藤孝三氏撮影）

八幡町を中心とした略地図（呼称は当時のもの）
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二
．
八
幡
町
と
住
民
の
災
害
対
応

次
に
、
当
時
の
八
幡
町
の
行
政
と
住
民
の
災
害
対
応

を
振
り
返
り
ま
す
が
、
当
時
の
岐
阜
県
内
全
体
の
状
況

を
先
に
確
認
し
て
お
き
ま
す
。

十
一
・
十
二
号
台
風
の
際
、
県
内
河
川
で
は
伊
勢
湾

台
風
時
を
も
上
回
る
水
位
が
計
測
さ
れ
ま
し
た
（
長
良

川
下
流
・
忠
節
で
は
水
位
五
・
七
ｍ
）
。
県
水
防
隊
を

は
じ
め
と
す
る
五
万
人
が
、
十
六
万
枚
の
麻
袋
そ
の
他

の
資
材
を
使
っ
て
必
死
の
水
防
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た

が
、
堤
防
決
壊
を
は
じ
め
大
き
な
水
害
が
中
濃
・
西
濃
、

飛
騨
南
部
に
出
ま
し
た
。
県
災
害
対
策
本
部
は
、
七
市

町
村
に
災
害
救
助
法
を
適
用
し
て
被
災
者
の
救
助
や
防

疫
、
被
災
施
設
の
復
旧
等
に
あ
た
り
ま
し
た
。

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
被
害
か
ら
の
復
旧
が
完
了
し
な

い
う
ち
の
被
災
と
な
り
、
県
内
の
商
工
観
光
業
関
係
被

害
額
は
十
億
円
余
、
農
産
・
畜
産
・
養
蚕
・
水
産
の
被

害
額
は
六
億
六
千
万
円
余
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
県
内
で

公
共
土
木
施
設
被
害
が
特
に
多
く
発
生
し
た
の
が
八

幡
・
美
濃
両
土
木
出
張
所
の
管
轄
地
内
で
、
被
害
総
額

二
十
四
億
七
千
万
円
余
の
う
ち
中
濃
長
良
川
上
・
中
流

部
が
九
億
円
と
地
区
別
で
最
も
多
い
四
十
五
％
を
占
め

ま
し
た
（
以
上
、
参
考
文
献
２
、
Ⅲ
章
２
節
）
。

こ
う
し
た
中
で
、
八
幡
町
の
議
会
や
各
分
野
の
委
員

会
で
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
の

出
し
ま
し
た
。

写
真
３
は
、
佐
藤
氏
が
郡
上
南
部
の
美み

並な
み

村む
ら

（
現
郡

上
市
美
並
町
）
の
被
災
箇
所
を
役
場
職
員
と
と
も
に
巡

回
す
る
中
で
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
水
が
引
い
た
あ
と
、

越え
つ

美み

南な
ん

線せ
ん

（
現
在
の
長
良
川
鉄
道
）
の
線
路
は
湾
曲
し

て
本
来
の
位
置
か
ら
川
側
へ
ず
れ
動
い
て
お
り
、
増
水

時
の
長
良
川
の
水
流
の
威
力
を
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。

美
並
村
深ふ

か

戸ど

地
内
で
は
、
長
良
川
の
増
水
に
よ
っ
て
、

一
晩
の
う
ち
に
川
沿
い
を
走
る
国
道
１
５
６
号
が
一
部

流
失
し
、
自
動
車
が
通
行
不
可
能
な
状
態
に
な
り
ま
し

た
（
以
上
、
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
九
月
二
十
二
日

聞
き
取
り
）
。

十
一
・
十
二
号
台
風
は
雨
台
風
で
、
翌
三
十
六
（
一

九
六
一
）
年
の
第
二
室
戸
台
風
は
風
台
風
、
三
十
四
（
一

九
五
九
）
年
の
伊
勢
湾
台
風
は
雨
風
両
方
が
強
か
っ
た

と
佐
藤
氏
は
振
り
返
り
ま
す
。
た
だ
し
、
佐
藤
氏
は
経

験
上
、
十
一
・
十
二
号
台
風
が
最
も
（
伊
勢
湾
台
風
の

時
以
上
に
）
吉
田
川
を
増
水
さ
せ
た
も
の
と
記
憶
し
て

い
ま
す
。

写
真
１
に
経
営
す
る
理
容
院
と
自
身
の
姿
が
写
る
田

中
保
男
氏
（
九
十
才
）
に
、
当
時
の
話
を
き
き
ま
し
た

（
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
九
月
二
十
二
日
）
。
田
中
氏

に
よ
る
と
、
降
雨
に
よ
る
増
水
だ
け
で
は
桜
町
を
浸
水

さ
せ
る
水
位
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
川

の
上
流
で
流
出
し
た
複
数
の
つ
り
橋
の
部
材
や
流
木
が

塊
で
押
し
寄
せ
、
八
幡
小
学
校
の
た
も
と
の
八
幡
橋
（
以

下
、
通
称
の
「
学
校
橋
」
を
用
い
る
）
に
絡
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
川
の
水
が
せ
き
止
め
ら
れ
、
行
き

場
を
失
う
形
で
桜
町
に
流
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い

い
ま
す
。
当
時
の
学
校
橋
が
現
在
よ
り
川
面
に
近
く
造

ら
れ
て
い
た
こ
と
も
、
流
失
物
を
押
し
止
め
た
原
因
に

な
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
な
お
当
時
の
学
校
橋
は
、
昭

和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
に
、
つ
り
橋
時
代
の
橋
脚

を
再
利
用
し
つ
つ
鋼
鉄
製
で
架
け
替
え
た
も
の
で
し
た

（
参
考
文
献
３
）
。

橋
が
ダ
ム
の
よ
う
な
形
と
な
り
、
水
位
は
単
な
る
増

水
時
以
上
に
増
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
住
民
に
は
、
あ

ま
り
の
増
水
で
川
下
を
見
通
せ
ず
、
八
幡
中
心
市
街
も

浸
水
し
た
の
で
は
と
言
う
人
も
い
ま
し
た
。
浸
水
前
に

行
政
の
呼
び
か
け
で
高
齢
者
を
背
負
っ
て
避
難
す
る
人

も
い
ま
し
た
が
、
浸
水
は
ご
く
短
時
間
の
出
来
事
で
あ

り
、
飼
っ
て
い
る
鶏
を
近
所
に
預
け
て
帰
っ
て
く
る
間

に
自
宅
の
床
上
が
浸
水
し
て
い
た
と
の
証
言
が
あ
り
ま

す
。
水
に
流
さ
れ
な
い
よ
う
、
電
柱
に
く
く
り
つ
け
た

ロ
ー
プ
を
つ
た
っ
て
移
動
し
た
住
民
も
い
ま
し
た
。

浸
水
時
、
田
中
氏
自
身
は
、
通
り
か
ら
水
が
家
に
入

る
の
を
防
ぐ
た
め
、
玄
関
を
開
け
な
い
よ
う
に
踏
み
台

を
設
け
て
外
か
ら
家
に
入
り
、
家
の
裏
手
（
山
側
）
に

逃
げ
て
水
が
引
く
の
を
し
ば
ら
く
待
ち
ま
し
た
。
水
が

引
く
と
、
取
り
残
さ
れ
た
川
魚
が
お
り
、
ま
た
家
の
前

に
は
、
近
所
の
指さ

し

物も
の

屋や

の
表
に
置
い
て
あ
っ
た
材
木
が

流
さ
れ
て
き
て
い
ま
し
た
。

同
じ
く
桜
町
在
住
の
Ｈ
・
Ｊ
氏
（
八
十
才
）
は
、
当

時
十
六
歳
で
被
災
時
は
町
外
に
い
ま
し
た
（
以
下
、
令

和
五
（
二
〇
二
三
）
年
九
月
十
五
日
聞
き
取
り
）
。
被

災
後
、
越
美
南
線
が
不
通
の
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ

て
盆
の
帰
省
を
し
た
と
い
い
ま
す
。
越
美
南
線
の
被
災

状
況
は
、
先
に
写
真
３
で
確
認
し
た
と
お
り
で
す
。

桜
町
の
実
家
に
帰
る
と
、
家
族
が
畳
を
乾
か
し
て
い

ま
し
た
。
自
宅
は
近
隣
の
中
で
も
少
し
低
い
土
地
に
あ

る
こ
と
か
ら
浸
水
の
程
度
も
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
Ｈ
・
Ｊ
氏
が
家
族
に
き
い
た
話
に
よ
る
と
、
家

の
裏
（
川
側
）
か
ら
や
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
た
川
水

が
正
面
（
通
り
方
向
）
か
ら
や
っ
て
き
て
、
お
釜
が
浮

い
て
流
れ
て
い
き
そ
う
に
な
っ
た
の
で
引
き
止
め
た
と

の
こ
と
で
す
。

写
真
４
は
、
こ
う
し
た
家
屋
内
へ
の
川
水
の
流
入
を

と
ら
え
た
も
の
で
す
。
地
区
の
住
民
は
、
浸
水
し
た
家

屋
や
家
財
道
具
に
関
す
る
後
始
末
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
、
記
録
写
真
や
証
言
に
よ
っ
て
、
こ
の
台

風
に
よ
っ
て
浸
水
被
害
に
遭
っ
た
桜
町
の
状
況
を
中
心

に
振
り
返
っ
て
き
ま
し
た
。
桜
町
で
は
被
災
後
、
浸
水

の
理
由
の
一
つ
と
な
っ
た
学
校
橋
の
改
善
に
向
け
、
住

民
か
ら
働
き
か
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
現
在
の
橋
は
平

成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
架
橋
）
。

写真２
増水した吉田川（佐藤孝三氏撮影）

参考写真１
平時の吉田川（2021年９月筆者撮影）

写真３
被災した越美南線（佐藤孝三氏撮影）

写真４
川水が流入する家屋（佐藤孝三氏撮影）
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ま
た
、
県
と
の
調
整
の
中
で
、
一
本
化
す
る
場
合
橋
梁

の
強
度
低
下
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
強
度
低
下
し
な
い
よ
う
架
橋
す
る
と
、
一
本
化
で

の
架
橋
は
か
え
っ
て
費
用
が
増
え
て
町
の
財
政
負
担
上

不
可
能
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
ま
し
た
（
ア
・
イ
）
。
報

徳
橋
は
も
と
の
位
置
で
原
形
復
旧
（
以
前
と
同
じ
設
計

で
の
架
橋
）
し
、
農
道
橋
と
し
て
架
橋
す
る
こ
と
が
決

ま
り
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
（
ア
・
イ
）
。

橋
梁
流
失
に
つ
い
て
の
審
議
で
は
当
初
、
町
議
会
の

議
員
等
か
ら
は
、
被
災
し
た
橋
は
原
形
復
旧
で
は
な
く

次
の
災
害
に
備
え
ら
れ
る
よ
う
改
良
復
旧
さ
せ
る
べ
き

だ
と
の
意
見
が
相
次
ぎ
ま
し
た
（
イ
）
。
ま
た
、
な
る

べ
く
多
く
を
永
久
橋
と
し
て
復
旧
す
る
こ
と
が
検
討
さ

れ
、
町
当
局
（
土
木
課
）
も
そ
の
方
針
で
で
き
る
限
り

努
力
す
る
旨
を
表
明
し
て
い
ま
し
た
（
ア
・
イ
）
。
と

く
に
勝
更
の
地
理
は
、
経
済
効
果
を
生
む
も
の
と
し
て

重
要
視
さ
れ
、
都
市
計
画
の
一
事
業
と
し
て
大
橋
を
架

け
る
考
え
を
町
長
が
表
明
し
て
い
ま
し
た
（
ア
・
イ
）
。

し
か
し
、
架
橋
に
対
す
る
法
的
規
制
や
補
助
金
の
交

付
条
件
（
十
年
間
に
三
回
以
上
の
被
災
）、
そ
れ
に
予

算
等
の
面
で
実
際
に
は
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
勝
更
橋

の
場
合
、
地
元
民
も
、
準
備
金
以
外
の
経
費
負
担
は
難

し
い
と
い
う
回
答
で
し
た
（
オ
）
。
一
般
橋
、
永
久
橋

の
実
現
は
一
つ
を
と
っ
て
も
容
易
で
な
く
、
勝
更
橋
も

ま
た
、
ひ
と
ま
ず
補
助
を
う
け
て
農
道
橋
と
し
て
架
橋

す
る
こ
と
と
し
（
ア
・
イ
）、
昭
和
三
十
八
（
一
九
六

三
）
年
度
以
降
の
次
期
都
市
計
画
の
中
で
改
め
て
大
規

模
な
架
橋
を
模
索
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
オ
）
。

三
．
お
わ
り
に

本
稿
で
と
り
あ
げ
た
事
例
は
、
六
十
年
以
上
前
で
は

あ
る
も
の
の
、
前
年
を
含
め
て
連
年
で
被
災
を
経
験
し

た
点
や
、
多
く
の
被
害
を
出
し
た
点
な
ど
で
、
災
害

が
激
甚
化
す
る
今
日
の
状
況
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
桜
町
で
起
き
た
よ
う
な
川
水
の
逆
流
、
短
時
間
で

の
浸
水
は
、
今
日
で
も
各
地
で
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
例
の
よ
う
な
橋
梁
流
失
や
道
路
欠
損
は
、
土
木
技
術

■
参
考
文
献

１
　 『
岐
阜
県
災
異
誌
』
復
刻
版
、
岐
阜
県
郷
土

資
料
研
究
協
議
会
、
一
九
九
六
年
（
原
著
は

一
九
六
五
年
）　
岐
阜
地
方
気
象
台
編
集

２
　 『
昭
和
34
・
35
・
36
年
　
連
年
災
害
復
興
誌
』

岐
阜
県
発
行
、
一
九
六
五
年
　
災
害
復
興
誌

編
集
委
員
会
編
集

３
　 「
ぎ
ふ
名
橋
も
の
が
た
り
　
八
幡
橋
（
郡
上

市
）
」『
中
日
新
聞
』
二
〇
二
三
年
九
月
十
九

日
朝
刊
　
紅
林
章
央

復
旧
工
事
（
路
側
石
積
）
費
は
計
三
，
〇
九
〇
千
円
。

治
水
関
係
（
山
腹
流
出
等
）
の
被
害
は
神か

ん

奈な

良ら

ほ
か
三

十
九
件
で
復
旧
工
事
（
治
水
砂
防
）
費
計
五
一
，
四
五

〇
千
円
。
以
上
で
被
害
総
計
一
一
一
，
七
一
二
千
円
で

し
た
。
所
管
す
る
農
林
課
は
、
土
木
課
と
も
連
携
し
て

復
旧
に
あ
た
り
ま
し
た
（
ア
・
イ
）
。

八
月
末
に
は
、
土
地
・
家
屋
等
に
被
災
の
あ
っ
た
町

民
に
対
す
る
町
税
減
免
条
例
が
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
（
ウ
）
。
商
工
関
係
で
は
、
罹
災
し
た
業
者
に
災
害

復
興
資
金
の
貸
し
付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
八
幡
町
で

は
、
当
時
す
で
に
盆
踊
り
（
郡
上
踊
り
）
が
観
光
商
業

の
面
で
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
台
風
災
害
が
盆
に

あ
た
っ
た
た
め
、
踊
り
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
影
響
で
観
光
客
が
来
町
し
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
損
害
を
当
局
は
約
一
億
円
と
推
定
し
、
融
資
対
象

と
し
て
検
討
し
ま
し
た
。
例
年
ど
お
り
町
の
補
助
金
を

郡
上
踊
り
保
存
会
に
経
費
と
し
て
交
付
す
る
か
に
つ
い

て
も
委
員
会
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
（
以
上
、
イ
）
。

こ
の
よ
う
に
、
台
風
災
害
は
町
民
の
文
化
経
済
活
動
を

含
む
様
々
な
分
野
に
余
波
を
生
ん
で
い
ま
し
た
。

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
管
内
で
は
甚
大
な
土
木
災

害
が
出
ま
し
た
。
両
委
員
会
で
、
長
期
に
わ
た
っ
て
議

論
と
な
っ
た
の
は
、
橋
梁
流
失
に
端
を
発
す
る
そ
の
復

旧
問
題
で
す
。
以
下
で
は
こ
れ
を
取
り
上
げ
ま
す
。

九
月
、
八
幡
町
勝か

っ

更さ
ら

区
の
区
民
よ
り
、
町
中
心
市
街

に
通
じ
る
場
所
に
、
地
区
の
八
幡
町
へ
の
編
入
（
昭
和

三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
）
以
来
の
懸
案
事
項
で
あ
っ

た
橋
梁
の
架
橋
を
急
ぐ
よ
う
陳
情
が
あ
り
ま
し
た
。
長

良
川
で
隔
て
ら
れ
た
市
街
に
向
か
う
に
は
地
区
の
上
流

の
報
徳
橋
か
下
流
の
中
野
橋
を
利
用
す
る
し
か
な
か
っ

た
と
こ
ろ
、
今
回
の
台
風
で
報
徳
橋
が
流
失
し
て
一
層

不
便
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
等
が
陳
情
理
由
で
し
た

（
エ
）
。

こ
の
陳
情
の
審
議
に
お
い
て
、
町
の
財
政
負
担
を
軽

減
す
る
観
点
か
ら
、
報
徳
橋
と
勝
更
の
新
橋
を
一
本
化

す
る
案
が
一
定
の
賛
同
を
得
て
い
ま
し
た
（
ア
・
イ
）
。

し
か
し
、
一
本
化
に
よ
り
近
隣
の
橋
を
失
う
地
区
の
住

民
が
一
本
化
に
反
対
す
る
請
願
を
行
い
ま
し
た
（
エ
）
。

で
し
ょ
う
か
。
八
幡
町
が
作
成
し
た
行
政
文
書
（
郡
上

市
歴
史
資
料
館
蔵
）
を
典
拠
と
し
て
、
被
災
関
係
の
議

題
が
多
か
っ
た
土
木
・
産
業
経
済
の
両
常
任
委
員
会
（
以

下
、
両
委
員
会
）
の
議
論
と
そ
れ
に
関
係
す
る
本
会
議

の
議
論
を
み
て
い
き
ま
す
。
以
下
で
は
次
の
よ
う
に
記

号
を
対
応
さ
せ
て
出
典
を
示
し
ま
す
。
ア
は
「
昭
和
３

５
年
議
会
委
員
会
会
議
録
」（
総
務
課
）、
イ
は
「
昭
和

三
十
五
年
全
員
協
議
会
委
員
会
会
議
録
綴
」、
ウ
は
「
昭

和
３
５
年
議
会
会
議
録
」（
八
幡
町
議
会
事
務
局
）、
エ

は
「
昭
和
三
十
五
年
請
願
（
陳
情
）
書
綴
」（
八
幡
町
議

会
）、
オ
は
「
昭
和
３
６
年

　
全
員
協
議
会
並
び
に
各

委
員
会
会
議
録
綴
」（
八
幡
町
議
会
事
務
局
）
を
示
し
ま

す
。被

災
か
ら
間
も
な
い
八
月
十
五
日
の
町
農
林
課
に
よ

る
調
書
（
イ
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
農
林
関
係
の
被
害

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
（
明
細
は
一
部
省
略
）
。
耕
地
関

係
（
農
地
及
び
農
業
施
設
）
は
復
旧
工
事
費
十
万
円
以

上
の
九
十
一
箇
所
を
は
じ
め
被
害
は
計
二
五
六
箇
所
三

五
，
九
八
一
千
円
。
農
業
被
害
で
は
水
稲
の
倒
伏
・
浸

水
等
の
被
害
が
面
積
で
計
二
六
七
町
歩
、
金
額
で
計
一

八
，
五
九
一
千
円
。
農
業
用
施
設
（
農
家
・
農
舎
・
畜

舎
等
）
の
被
害
が
計
一
九
五
件
二
，
六
〇
〇
千
円
。
林

道
の
欠
損
流
出
等
は
石
原
林
道
ほ
か
の
三
十
三
件
で
、

の
進
展
も
あ
り
防
が
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
は
い

え
、
そ
の
技
術
を
も
凌
駕
す
る
程
に
災
害
が
激
甚
化
す

る
中
で
、
更
な
る
備
え
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。

八
幡
町
の
記
録
文
書
か
ら
、
災
害
復
旧
に
向
け
た
過

程
で
の
、
二
つ
の
橋
の
架
橋
に
関
す
る
議
論
を
紹
介
し

ま
し
た
。
激
甚
災
害
の
中
で
同
時
多
発
的
に
被
害
が
出

た
場
合
に
、
行
政
と
し
て
は
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
住

民
の
要
望
に
ど
の
よ
う
に
応
え
る
か
、
そ
の
た
め
の
意

見
調
整
を
い
か
に
す
る
か
、
と
い
っ
た
困
難
な
課
題
に

直
面
し
う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
台
風
は
さ
ら

に
、
土
木
災
害
の
み
で
な
く
、
農
業
・
商
業
活
動
、
そ

し
て
文
化
活
動
な
ど
広
範
な
分
野
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

そ
の
各
分
野
で
右
と
同
様
の
対
処
を
伴
う
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
被
災
後
の
状
況
を
な
る
べ
く
低
減
す

る
た
め
に
平
時
に
一
体
ど
れ
ほ
ど
の
こ
と
が
で
き
、
そ

し
て
ど
の
よ
う
な
限
界
が
あ
る
の
か
。
過
去
の
災
害
は

私
た
ち
に
考
え
る
べ
き
課
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

写真５
昭和三十五年全員協議会委員会会議録綴より
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表紙写真 『滝谷』〈提供：養老町役場〉

　滝谷は、養老の滝の上流から発し、養老公園内を流下して津屋川（揖斐川支川）に合流しています。養老の滝へと続く滝谷沿川の遊歩道では、

春はピンクに染まる満開の桜、秋には真っ赤に色づくモミジが見られ、訪れた人々の目を楽しませています。

船ちゃんのこぼれ話 第二十一話
ふね

「モルタル（その３）　石材との接着」
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直
江
の
地
蔵
さ
ま (

養
老
町
直
江)

昔
々
、
養
老
町
直
江
に
大
そ
う
な
お
金
持
ち
が
住
ん

で
お
り
、
そ
の
家
に
は
と
て
も
忠
実
な
番
頭
さ
ん
が
い

ま
し
た
。

あ
る
日
の
こ
と
で
す
。
番
頭
さ
ん
は
、
牛
に
食
べ
さ

せ
る
草
を
刈
る
た
め
に
近
く
の
蛇
池
に
出
か
け
ま
し

た
。
蛇
池
に
到
着
し
、
順
調
に
草
を
刈
っ
て
い
た
番
頭

さ
ん
で
し
た
が
、
あ
や

ま
っ
て
小
さ
な
蛇
の
頭
を

切
り
落
と
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
番
頭
さ
ん
は
慌
て

て
、
「
す
ま
ぬ
こ
と
を
し

た
、
許
し
て
お
く
れ
」
と
、

蛇
に
向
か
っ
て
手
を
合
わ

せ
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く

し
て
か
ら
水
が
飲
み
た
く

て
飲
み
た
く
て
た
ま
ら
な

く
な
り
、
蛇
池
の
水
を
飲

み
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
元

気
に
草
刈
り
を
し
て
い
た

番
頭
さ
ん
で
し
た
が
、
水

を
飲
ん
だ
後
、
た
ち
ま
ち
お
腹
が
痛
み
、
つ
い
に
は
死

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
知
っ
た
主
人
は
、
「
番
頭
さ
ん
が
、
か
わ
い

そ
う
だ
」
と
言
っ
て
、
お
地
蔵
さ
ま
を
建
て
て
と
む
ら
っ

た
と
い
い
ま
す
。

現
在
も
そ
の
お
地
蔵
さ
ま
は
養
老
町
直
江
に
残
さ
れ

て
お
り
、
炒
っ
た
ソ
ラ
豆
を
お
地
蔵
さ
ま
の
左
側
に
撒

い
て
、
「
ど
う
か
、
こ
の
豆
の
芽
が
出
る
ま
で
は
、
○
○

（
名
前
）
を
病
ま
せ

な
い
で
く
だ
さ
い
」

と
お
願
い
す
る
と
、

首
か
ら
上
な
ら
ど
こ

で
も
病
ま
な
く
な
る

と
い
う
言
い
伝
え
が

残
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

出
典
：
『
の
び
ゆ
く
養
老
町

　
　
　
　

―

養
老
町
制
３
０
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　養
老
町
郷
土
読
本―

』

　
　
　
　
　
　和
五
十
九
年

　養
老
町
教
育
委
員
会

【訂正とお詫び】　弊誌 Vol.129 に、以下の誤りがありました。訂正してお詫び申し上げます。

頁 項　目 誤 正

裏表紙 水にまつわる民話 写真上
　現在も温泉が湧き出でる岩間
　（土岐市下石町（山神温泉内））

写真上
　当時を偲ばせる渓谷の岩間
　（土岐市下石町（山神温泉内））

同上 表紙写真 表紙写真

　　　　　　　欠落

表紙写真　『杉焼池』〈提供：土岐市観光協会〉
　　杉焼池は、道の駅「土岐美濃焼街道どんぶり会館」の眼下に
　広がる農業用のため池です。水環境整備事業により、池を周遊
　する遊歩道や四阿、陶器のオブジェが設置されており、市民の
　憩いの場として親しまれています。

　東日本大震災で被災した石井閘門〔明治13（1880）年完成：宮城県石巻市〕の修復工事〔平成25（2013）～ 26 （2014） 年〕に
おいて、笠石の接続における硫黄の使用（図1）が確認されました。石井閘門は、オランダ人技師が設計と職工長を担った、日本最古
の煉瓦造り西洋式閘門です。

　また、横利根閘門〔大正10（1921）年完成〕では、黒鉛と硫黄を2：8の割合で混合し、加熱溶解
した「膠礦（こうこう：図２）」と称するものを、石と金属の接着に使用しています。当時の日本人技
師は、数種類の実験を行い、この割合を決めています。付着力においては、黒鉛22%のものが、セ
メントモルタルの約40倍もの強度を有したと記されています。
　そこで、「石材との接着に硫黄や鉛を使用する工法は、古くからあるものなのか?」 について調べて
みました。
　日本の城壁の80%に関わったと言われる、石工職人集団「穴太衆（あのうしゅう）」は、石積の際に
接着材は使用しないとされています。江戸時代の眼鏡橋〔諫早眼鏡橋：天保10（1839）年完成〕で
も、石の接続に鉄ダボが使われているものの、ダボ穴には砂利が詰められてる、というようで、日本
での使用例は、明治以降しか見つけられませんでした。大正から昭和30年
代の建築書には、「石材同士や金属との接着に、セメント・鉛・硫黄などを使
用し、硫黄が安価であり、使い勝手の面からも、最もよい」と記されていま
す。 この工法は、明治時代に日本に導入され、改良が加えられながら、昭和
中頃まで使われていた、という印象です。
　 一方海外では、古代ギリシャの石造構造物にこの工法（鉄ダボと鉛の充填）

がみられ、古くから利用されていたようです。このギリシャでの工法につい
て、池田ら（「ギリシャの古代構造物における免震構造」 2001）は、「鉄と石の緩衝材として鉛を使用する・

（中略）・現在の免震構造の観点から評価される」と述べています。
　また地震つながりの話として、濃尾地震の被災調査にあたり、大学院で耐震構造を研究した野口孫市が設計
した、大阪府立中之島図書館〔明治33（1890）年着工：重要文化財）でも、この工法（鉄ダボと硫黄の充填）
が使われています。
　実は、孫市さんと船頭平閘門設計者の青木良三郎は、大学の同級生なのです。船頭平閘門は、石井閘門と横
利根閘門の間の時期の建設ですし、この工法が取り入れられているような気がしてきませんか。

図２　石と金属の接着
< 出典：「横利根閘門」>

笠石：煉瓦積の上部の石笠石：煉瓦積の上部の石

図１　笠石のダボ接続○○○○　　○

ダボ接続
　熱した粘土状の硫黄でダボを固定し、
　次に隣接するダボ穴にモルタルを充填
　して接続する

・ダボ ( 太枘 ): 木や石をつなぎ合わせる時に使う棒や突起
・ダボ穴：ダボを差し込む穴

笠石 笠石 笠石

硫黄 モルタルダボ穴

ダボ ダボ

旧牧田川堤防に今も残るお地蔵様


